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>サイトトップへ >このカテゴリの⼀覧へ

VPN接続といえばスイカVPN
海外にいながら、日本と同じネット環境を再現。スイカVPNで自由なインターネットを。

スイカVPN 開く

 

⽇本⼯業規格          JIS 
 Z 2601-1993 
  

鋳物砂の試験⽅法 
Methods for determining foundry molding sand properties 

 
 

1. 適⽤範囲 この規格は，粘結材として，主に，粘⼟物質を含有する鋳物砂の性質を測定する試験⽅法
について規定する。 

備考 この規格の引⽤規格を，次に⽰す。 
JIS B 0601 表⾯粗さの定義と表⽰ 
JIS Z 8801 標準ふるい 

 
2. ⽤語の定義 この規格で⽤いる主な⽤語の定義は，次による。 
(1) 鋳物砂 粘⼟と⽔の混合物を主な粘結材とする鋳物⽤の砂。 
(2) 全粘⼟分（以下，粘⼟分という。） 鉱物としての粘⼟だけでなく，⼀定の⽅法で分離される直径20洀

よりも⼩さい粒⼦及び⽔に可溶な物質の集合体。 
(3) 粒度 粘⼟分を分離した乾燥試料全量を，ふるい⽬の⼤きさの順に重ね合わせたふるいの最上部のも

のに移してふるい分けたとき，あるふるい⾯上の砂の残留量を，粘⼟分分離前の乾燥試料全量で除し
た値の百分率 (%)。 

(4) 粒度係数 ある⼤きさの砂粒⼦1g当たりの総表⾯積をCGS単位で求めた，その値を丸めた数値。 
(5) 粒度指数 粒度係数に従って，全粒度にわたって平均の表⾯積を求めたもの。 
(6) 通気度 ⼀定の条件で作成した試験⽚に⼀定の圧⼒の空気を通して，その空気が流れる速度で通気の

度合いを表現した値。 
(7) 圧縮強さ ⼀定の条件で作成した湿態試験⽚が，⼀定の荷重速度で圧縮破壊したときの荷重を試験⽚

の断⾯積で除した値。 
(8) 遊離⽔分（以下，⽔分という。） ⼀定質量の試料を乾燥器に⼊れ，105〜110℃で乾燥した場合の減量

を，最初の試料質量で除した値の百分率 (%)。 
(9) 強熱減量 ⽔分を除いた⼀定質量の試料を約1 000℃に加熱し，そのときの減量を元の質量で除した値

の百分率 (%)。強熱減量の内容は，吸着⽔分，層間⽔分及び結晶⽔分並びに熱分解する物質及び燃焼
する物質の質量変化を含むものである。 

 
3. 試験項⽬及び試験⽅法 試験項⽬及び試験⽅法は，表1による。
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表1 試験項⽬及び試験⽅法 
試験項⽬ 試験⽅法 

(1) 粘⼟分 附属書1による。 
(2) 粒度 附属書2による。 
(3) 通気度 附属書3による。 
(4) 圧縮強さ 附属書4による。 
(5) ⽔分 附属書5による。 
(6) 強熱減量 附属書6による。 

https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CXmvFuF0lYorcC4S-ngXQso-QDoTd3MJo77y6rK8P1aq0k7EQEAEgkPrdHmCdwd6B2AWgAZyv-6gCyAECqAMByAPJBKoE3QFP0Hrwka6qmfTnu4gmmhHuG-5i-L_GEH31nLmFjGun4S6wFzyprt2ZGOuoJvNySC5CysAeF3xD2FeciQY6rHVg3VTyDnL0qoz7dRfyguy8VITKNbsxJWarZ22EBiR4FprdgMeWwJy1gDkpnG-e9LJ93LHjgQvYTiEgOwBnOK9gXOpUlFd3AMudEF-lfrzA8i1Jtdbk6Zo1VX4lfaxrIDmGMsFPRakxaPX2BScyJtEH0Es5nK-swqJvLHW2ipG-bb20h6bbgEdqpeolglXfwpr9-Npjq5EV9-GumEfKssAEuOTYvYYEoAYCgAfM0ITXAagHjs4bqAeT2BuoB-6WsQKoB_6esQKoB6SjsQKoB9XJG6gHpr4bqAfz0RuoB5bYG6gHqpuxAqgH35-xAtgHAdIIBwiAYRABGB-xCcn0i8OxFO87gAoBmAsByAsBuAwB2BMN0BUBmBYB-BYBgBcB&ae=1&num=1&cid=CAASFeRoIALU9AaTX-qyoVC6UmL6mopOJg&sig=AOD64_2vmsCvxYRnCCcCrrWJQ5eoQ56icg&client=ca-pub-0196285568324712&nb=17&adurl=https://hero-wars.com/%3Fhl%3Dja%26delayedsignup%3Dtrue%26nx_source%3Dadx_adwordsdisplay.hw_wb_uc_-.cc-ww_jp.g-mix.a-mix.au-all.opt-mix.com-newac.cr-newloot50.cn-970_250.lp-delayed.dt-display.cid-16274880949.csd-180222.-%26l%3Ddelayed%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947128.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMIipivyuqy9gIVBJ-nCh1Q2QPiEAEYASAAEgJ0YvD_BwE.adId-583035119895.pt-kikakurui.com_pt.ptc-segment_be_a_5349783877258885890.-%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947128.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMIipivyuqy9gIVBJ-nCh1Q2QPiEAEYASAAEgJ0YvD_BwE.adId-583035119895.pt-kikakurui.com_pt.ptc-segment_be_a_5349783877258885890.-%26gclid%3DEAIaIQobChMIipivyuqy9gIVBJ-nCh1Q2QPiEAEYASAAEgJ0YvD_BwE
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附属書1 鋳物砂の粘⼟分試験⽅法 

1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の粘⼟分の試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 はかり はかりは，感量0.01gのものを⽤いる。 
2.2 回転式⽔洗機 回転式⽔洗機は，附属書1図1⼜は附属書1図2の容器をもち，その回転数は容器
の軸⽅向に1分間62〜72で，回転半径は74〜75mmの装置を⽤いる。 

附属書1図1 回転⽔洗機の容器(1) 附属書1図2 回転⽔洗機の容器(2) 

 
 

2.3 粘⼟分の分離装置 粘⼟分の分離装置は，次のいずれかを⽤いる。 
(1) 附属書1図1，附属書1図2の容器⼜は2 000mlビーカーのいずれかとサイホンとを附属書1図3の

ように組み合わせたものとする。サイホンの内径は，5〜6mmとする。 
(2) ⽔流とうたびんは，附属書1図4の形状・⼨法とする。 

https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CEzqNuF0lYr7_IoatngWC84CACoTd3MJoj_W6rK8Pv-EeEAEgkPrdHmCdwd6B2AWgAZyv-6gCyAECqAMByAPJBKoE3QFP0Orv-60TPI4Db2mQbPEXP61y-B5AMrvWNWftm9PC-z90R6P1SuavYWiNH0kkCpnevqe2dWhNP1gMT1s_-ETiqQR6YNxdFes4_nzV4446-Uu60WfzFbTkqXiNQ87ZHXIS5iMlaf1RmLeqICOeZxkNZYjxR4D-Ou2UfzSH_OrkfufMGCXvLsAwZ8LKjlXv5_M6fLGdiXWIyLebdS5e7ZliuAapskRUti2PHe6MSoU-06qfLUKu1v0YW82vL10HbbEsxu9kxNUpeJ4PMN2bHhiALxLe88ReqRVEipeVhsAE0ObYvYYEoAYCgAfM0ITXAagHjs4bqAeT2BuoB-6WsQKoB_6esQKoB6SjsQKoB9XJG6gHpr4bqAfz0RuoB5bYG6gHqpuxAqgH35-xAtgHAdIIBwiAYRABGB-xCZcVqzKj9GyLgAoBmAsByAsBuAwB2BMN0BUBmBYB-BYBgBcB&ae=1&num=1&cid=CAASFeRoKlcjWOQNa8QMxcISSSZYr-fLUQ&sig=AOD64_0d-HmHAB2YatvnU1k88ZNEc3G2Uw&client=ca-pub-0196285568324712&nb=17&adurl=https://hero-wars.com/%3Fhl%3Dja%26delayedsignup%3Dtrue%26nx_source%3Dadx_adwordsdisplay.hw_wb_uc_-.cc-ww_jp.g-mix.a-mix.au-in_market.opt-mix.com-newac.cr-mightytower46b.cn-970_250.lp-delayed.dt-display.cid-16274880949.csd-180222.-%26l%3Ddelayed%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947408.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMIvrvGyuqy9gIVhpanCh2COQCgEAEYASAAEgIOsvD_BwE.adId-583035120405.pt-kikakurui.com_pt.ptc-95011.-%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947408.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMIvrvGyuqy9gIVhpanCh2COQCgEAEYASAAEgIOsvD_BwE.adId-583035120405.pt-kikakurui.com_pt.ptc-95011.-%26gclid%3DEAIaIQobChMIvrvGyuqy9gIVhpanCh2COQCgEAEYASAAEgIOsvD_BwE
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附属書1図3 粘⼟分の分離装置 附属書1図4 ⽔流とうたびん 

 

 
 

3. 試料 鋳物砂を105±5℃で恒量になるまで乾燥した後，デシケータ中に⼊れ，放冷したものを試料と
する。 

備考 1回の試験に要する鋳物砂は約100gで，恒量になるまでの乾燥時間は，⼀般に1〜2時間であ
る。 

https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CycBQul0lYp79BtK7iAO28Z-wBoTd3MJoj_W6rK8Pv-EeEAEgkPrdHmCdwd6B2AWgAZyv-6gCyAECqAMByAPJBKoE3QFP0O_PRWrJGb3A1Ozfl8usOkWUKo1-gNQARIfogwGos9sS2EmLTjQNQ_fThnHzNqG_v3vJm9yT1Z399_HjQDpJYruBhQqbB9IVWAtVH7smVz76jkGbSFM-2EvR3emD97jp5chvW3WllW1JE6vbWw2gqhkADMXL358mYYT8tDRzb3uy5KVYpQowNUZn3xdBBWeX2RsCpT4SxnPPI5sdSayzvzvTkL7t5CXQ4dhIfWUR1fM-FXNC23951BpCId9Eej70AV_xEBNKIwCXtDRmxLqG-_Vdbq5d5VTrsCEEhMAE0ObYvYYEoAYCgAfM0ITXAagHjs4bqAeT2BuoB-6WsQKoB_6esQKoB6SjsQKoB9XJG6gHpr4bqAfz0RuoB5bYG6gHqpuxAqgH35-xAtgHAdIIBwiAYRABGB-xCZcVqzKj9GyLgAoBmAsByAsBuAwB2BMN0BUBmBYB-BYBgBcB&ae=1&num=1&cid=CAASFeRo6ofeGkhzPOIJhbxbYgXb9lCpyQ&sig=AOD64_0lXnYgMMzCyL1UGDhLgMKHv-qWOA&client=ca-pub-0196285568324712&nb=17&adurl=https://hero-wars.com/%3Fhl%3Dja%26delayedsignup%3Dtrue%26nx_source%3Dadx_adwordsdisplay.hw_wb_uc_-.cc-ww_jp.g-mix.a-mix.au-in_market.opt-mix.com-newac.cr-mightytower46b.cn-970_250.lp-delayed.dt-display.cid-16274880949.csd-180222.-%26l%3Ddelayed%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947408.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMInsKky-qy9gIV0h1iCh22-AdmEAEYASAAEgIxBvD_BwE.adId-583035120405.pt-kikakurui.com_pt.ptc-95011.-%26cp%3D-.cid-16274880949.agid-139178947408.tgid-.intgeo-.phgeo-9061374.ngr-d.devt-c.devm-.gcid-EAIaIQobChMInsKky-qy9gIV0h1iCh22-AdmEAEYASAAEgIxBvD_BwE.adId-583035120405.pt-kikakurui.com_pt.ptc-95011.-%26gclid%3DEAIaIQobChMInsKky-qy9gIV0h1iCh22-AdmEAEYASAAEgIxBvD_BwE
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4. 試験⽅法 
4.1 分散法 分散法としては，次のいずれかによる。 
(1) 回転式⽔洗機を⽤いる⽅法 試料50gをはかり取り，これを回転式⽔洗機の容器に⼊れ，⽔475ml及

び3%⽔酸化ナトリウム溶液25mlを加えた後，この容器を2.2の装置に取り付け，1時間回転振とう
（盪）させる。 

次にこれに⽔を注ぎ，壁に付着した砂分を容器内に洗い込むと同時に，その全⽔量を約15cmの深
さとする。 

(2) 煮沸による⽅法 試料50gをはかり取り，これを容量約40mlの蒸発⽫に移し取り，これに⽔300ml
及び3%⽔酸化ナトリウム溶液2.5ml⼜は1.5%ピロリン酸ナトリウム溶液20mlを加えて30分間煮沸
する。この間，蒸発によって150ml以下に減少しないように注意し，必要があれば⽔を加える。 

次に，煮沸した試料及び⽔酸化ナトリウム⼜はピロリン酸ナトリウム溶液の全量をビーカーに移し，
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その全⽔量を約15cmの深さとする。 
(3) 超⾳波分散器を⽤いる⽅法 試料50gをはかり取り，⽔300ml及び3%⽔酸化ナトリウム溶液2.5ml

⼜は1.5%ピロリン酸ナトリウム溶液20mlを加えて超⾳波分散器に10〜15分間かける。 
次に，分散させた試料及び⽔酸化ナトリウム⼜はピロリン酸ナトリウム溶液の全量をビーカーに移

し，その全⽔量を約15cmの深さとする。 
4.2 分離法 
(1) サイホンによる⽅法 4.1の操作終了のものをよくかき混ぜた後10分間静置して，サイホンによって

底⾯から25mmになるまで上層の⽔を流出させる。再び⽔を深さ約15cmまで加え，よくかき混ぜて
10分間静置し，底⾯から25mmの所まで，サイホンをもって上層の⽔を放出する。さらに⽔を加えて
深さ約15cmとし，第3回⽬以後は5分間静置後上層の⽔を放出する。この操作を放出⽔が澄むまで
繰り返す。 

次に，残留した砂粒⼦を105±5℃で恒量になるまで乾燥し，デシケータ中で常温になるまで放冷後，
その質量をはかる。 

(2) ⽔流とうたびんによる⽅法 4.1の操作終了のものを⽔流とうたびんに完全に移した後，1分間に約
260mlの流速をもって粘⼟分を流出させ，放出⽔が澄むまでこの操作を継続する。次に，残留した砂
粒⼦をビーカーに移し，105±5℃で恒量になるまで乾燥し，デシケータ中で常温になるまで放冷後，
その質量をはかる。 

4.3 計算 試料50gを分散させた後，その粘⼟分を分離し，残りの砂の質量をはかり，式(1)によって粘
⼟分を算出する。 

100
b
cbn   (1) 

ここに， n︓ 粘⼟分 (%)  
 b︓ 試料の質量 (g) 
 c︓ 残りの砂の質量 (g) 

 
5. 記録 試験結果は，⼩数点以下第1位まで算出する。ただし，この数値は，同⼀試料について2回以
上の試験を⾏い，各試験結果の偏差±5%のものの平均値とする。 
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附属書2 鋳物砂の粒度試験⽅法 

1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の粒度の試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 はかり はかりは，感量0.01gのものを⽤いる。 
2.2 ふるい ふるいは，JIS Z 8801の網⽬ふるいのうち，枠の直径200mmで，呼び⼨法3.35mm，2.36mm，
1.7mm，1.18mm，850洀 600 洀 425 洀 300 洀 212 洀 150 洀 106 洀 75 洀 び53 洀 湽 ⽬
ものを⽤いる。 
2.3 ふるい分け機械 ふるい分け機械は，原則としてロータップ形ふるい機を⽤いる。 

備考 他の機械による場合には，これと同等のふるい分け効果のあるものを⽤いる。その場合は，使
⽤機械を明記する。 

 
3. 試験⽅法 試料は，附属書1によって粘⼟分を分離した乾燥物の全量を⽤いる。ふるい分けは，ふる
い⽬の⼤きさの順に重ね合わせたふるいの最上部のものに試料を移し，ふたをし，2.3のふるい分け機械に
15分間かける。各粒度の質量百分率は，各ふるい⾯上の砂の質量をはかり，式(1)によって算出する。 

100戀r  (1) 
ここに， r︓ 粒度 (%)  
 e︓ ふるい⾯上の砂の質量 (g) 
 b︓ 試料の質量 (g) 

備考 試料の質量とは，粘⼟分と砂粒とを合計した量をいう。 
 

4. 記録 
(1) 試験結果は，⼩数点以下第1位まで算出する。ただし，この数値は，同⼀試料について2回以上の試

験を⾏い，主な粒度の試験結果の偏差±5%のものを採⽤し，その際の各粒度の平均値とする。 
(2) 鋳物砂の粒度分布は，粘⼟分を含む各粒度の質量百分率をもって表す。 

備考 粘⼟分は，附属書1によって求める。 
(3) 砂粒⼦の粒度指数を必要とするときは，附属書2表1の粒度係数Snを⽤い，式(2)によって求める。 

附属書2表1 粒度係数 
呼び⼨法 3.35 

mm 
2.36 
mm 

1.7 
mm 

1.18 
mm 

850 
洀洀

600 
洀洀

425 
洀洀

300 
洀洀

212 
洀洀

150 
洀洀

106 
洀洀

75 
洀洀

53 
洀洀

Pan(1) 

Sn 5 8 11 16 22 31 44 63 89 125 178 249 355 631 
注(1) Panとは，呼び⼨法53洀 ⽥謰 の微細粒⼦をいう。 

n
nn

W
SWNF   (2) 

ここに， F･N︓ 粒度指数  
 Wn︓ 各ふるい⾯上の質量 (g) 
 Sn︓ 附属書2表1によって与えられる粒度係数 
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附属書3 鋳物砂の通気度試験⽅法 

1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の通気度の試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 通気度試験器 通気度試験器は，附属書3図1に⽰すものとする。1 000mlの空気量のときにゲージ
圧が静⽌状態で⽔柱9.807±0.049mbarを保ち，その圧⼒の下で2 000mlの空気を300ml/s以上の速度で送
り得るもので，気密は24時間のドラム沈下量で25mm以下のものを⽤いる。 

附属書3図1 通気度試験器 

 

2.2 試験⽚つき固め機 試験⽚つき固め機は，附属書3図2に⽰すように2部から成るものを⽤いる。
その1部は，砂に圧⼒を加えるためのおもりであり，他の1部は砂の上⾯を⽔平にするための鉄製のきね
で構成する。この⼆つの部分の砂に対する静荷重は，83.4±1.18Nとする。砂のつき固め作業は，63.7±0.98N
のおもりが50±0.5mmの⾼さから⾃由に落下するときの⼒によって⾏われるもので，つき固めしろは5mm
以上とする。 
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附属書3図2 試験⽚つき固め機 

 
備考 試験⽚つき固め機は，原則としてコンクリート床の上において使⽤する。ただし，⽊床の

場合には，附属書3図3の⾦属製のつき固め機の台を使⽤すればよい。 

附属書3図3 試験⽚つき固め機の台 
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2.3 試験筒 試験筒は焼⼊れを⾏い，内⾯の粗さをJIS B 0601に規定された1.6a (6.3s) 以下の滑らかな
鋼製の円筒で，附属書3図4に⽰すもの⼜は円筒の同等な品質で附属書3図5に⽰す割り型のものとする。 

附属書3図4 鋼製の円筒 
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附属書3図5 割り型の試験筒 

 
2.4 台は，直径49.5±0.1mmで，つき固めしろが5mm以上になるような⾼さをもつ鋼製のものを⽤いる。 
2.5 試験⽚の押し抜き台 試験⽚の押し抜き台は鉄製で，附属書3図6に⽰す⼨法のものを⽤いる。 

10 
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附属書3図6 押し抜き台 
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備考 試験⽚の押し抜き台は，軽くするため，台の中⼼部に軽減孔をあけることができる。 

2.6 乾態⽤試験筒 乾態⽤試験筒は，薄⾁ゴム管で試験筒と試験⽚の間の空気の漏れを防⽌できるもの
とする。 
2.7 精度検査 この⽅法に使⽤する装置及び器具の精度を保持するため，使⽤の度数に応じ，適宜，所
定の精度の有無を検査する。 

 
3. 試験⽅法 
3.1 試験⽚の作製 
3.1.1 湿態の場合 試験⽚の作製は，試験筒に台を取り付け，その中に砂を⼊れ，試験⽚つき固め機によ
って3回つき固めを⾏い，⾼さを50±1mm(1)とする。⾼さが50±1mmの範囲を外れた場合は，新たに別
の砂をもって，上記の範囲の⾼さになるように作製する。 

1度試験した砂は，再び使⽤することはできない。 
注(1) 試験⽚つき固め機によって3回つき固めた後，その⾼さが50mmとなるような砂の量は130〜175g

である。 
3.1.2 乾態の場合 乾態の場合には，3.1.1の⽅法によって作製して，押し抜き台によって試験筒から押
し抜いた試験⽚⼜は附属書3図5に⽰した割り型の試験筒で作製した試験⽚を⾦属板上にのせ，そのまま
乾燥炉で所定の温度で乾燥する。乾燥後デシケータ中で室温まで放冷させる。 

11 
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3.2 操作 
3.2.1 湿態の場合 試験⽚を挿⼊した附属書3図4の試験筒を通気度試験器の気密材部に取り付け，コッ
クを開き，送⼊空気が2 000ml排出されるまでの時間を正確に測定する。その際，1 000mlの空気が排出さ
れたときの空気圧を圧⼒計によって測定する。 
3.2.2 乾態の場合 3.1.2によって作製した試験⽚を乾態⽤試験筒に挿⼊し，3.2.1と同様の⽅法によって
時間及び圧⼒を測定する。 
3.3 計算 常温のもとで，附属書3図1の試験器によって，空気2 000mlが所定の試験⽚を通過排出さ
れるとき，その試験⽚上に送⼊される空気と，試験⽚を通過排出される空気との間に起こる空気の差圧が
⼀定したときの値及び空気の排出所要時間とを測定し，式(1)によって通気度を算出する。 

tAp
hVP   (1) 

ここに， P︓ 通気度  
 V︓ 通過する空気の量 (ml) 
 h︓ 試験⽚の⾼さ (cm) 
 p︓ 空気圧 (cmH2O) 
 A︓ 試験⽚の断⾯積 (cm2) 
 t︓ Vが通過するのに要する時間 (min) 

 
4. 記録 試験結果は，有効数字3けたまで算出し，無名数とする。ただし，この数値は，3回以上の試
験を⾏い，偏差±5%のものの平均値とする。乾態の場合は，処理条件を付記する。 

 
参考 鋳物砂の通気度試験⽅法（迅速法） 

次に記載する事柄は，参考のために⽰すものであって，規定の⼀部ではない。 
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通気度試験⽅法には，次に⽰す迅速法もある。 
迅速法は，常温の下で，オリフィスによって⼀定流速の空気が所定の試験⽚を通過排出される間に起こ

る空気の圧⼒が⼀定したときの値を測定して，通気度を求める⽅法である。 
 

1. オリフィス オリフィスには，⼤オリフィスと⼩オリフィスがある。⼤オリフィスは，通気度試験器
のA部に取り付けたとき，2000mlの空気を0.5±0.01minで排出できるもので，その径は約1.5mmである。 

⼩オリフィスは，⼤オリフィスと同様な操作によって，4.5±0.09minで空気を排出できるもので，その
径は約0.5mmである。 

 
2. 試験⽅法 
2.1 湿態の場合 通気度試験器のA部に⼤⼩いずれかのオリフィスを取り付ける。次に試験⽚の挿⼊さ
れた試験筒を通気度試験器の気密材部に取り付け，コックを開き，空気圧(1)を測定し，あらかじめ作製し
た通気度と迅速法の空気圧⼒関連図［参考図1(2)に例を⽰す。］によって通気度を求める。 

この際通気度が約40以下のときは⼩オリフィス，約40以上のときは⼤オリフィスを使⽤する。 
参考注(1) 空気圧の測定は，静⽌状態で空気圧10cmH2Oになる位置において⾏う。 

(2) よく乾燥したけい砂100（質量）に対して，デキストリン1，液状フェノールレジン3〜4，
⽔3〜4をよく混合し，附属書3の3.1の⽅法によって試料を作製した後，乾燥器に⼊れて
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200℃で40分間加熱する。乾燥後デシケータ中で室温まで放冷させる。 
この試験⽚を⽤い，附属書3の3.の⽅法に従って通気度を測定し，この通気度と迅速法

における空気圧との関係曲線を求める。 
参考図1 通気度と迅速法の空気圧⼒関連図（例） 
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附属書4 鋳物砂の圧縮強さ試験⽅法 

1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の湿態圧縮強さの試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 圧縮試験機 圧縮試験機は，1秒間に約0.3N/cm2の荷重速度で試験⽚を圧縮して破壊することがで
きるものを⽤いる。 
2.2 試験⽚つき固め機 附属書3に規定の試験⽚つき固め機を⽤いる。 
2.3 試験⽚作製⽤わく 附属書3に規定の試験筒を⽤いる。 
2.4 試験⽚作製⽤台 附属書3に規定の台を⽤いる。 
2.5 押し抜き台 附属書3に規定の押し抜き台を⽤いる。 
2.6 精度検査 この⽅法に使⽤する装置及び器具の精度を保持するため，使⽤の度数に応じ，適宜所定
の精度の有無を検査する。 

 
3. 試験⽅法 
3.1 試験⽚の作製 試験⽚の作製は，まず，枠に台を取り付け，その中に砂を⼊れ，試験⽚つき固め機
によって3回つき固めを⾏い，⾼さが50±1mm(1)となるようにする。次に，この試験⽚を試験筒から取り
出す(2)。その⾼さが50±1mmの範囲を外れたときには，新たに別の砂をもって，上記の範囲の⾼さにな
るように作製する。1度試験した砂は，再び使⽤することはできない。 

注(1) 試験⽚つき固め機によって3回つき固めた後，その⾼さが50mmとなるような砂の量は130〜175g
である。 

(2) 附属書3図4の試験筒を使⽤する場合は，押し抜き台によって，枠から試験⽚を押し抜く。 
附属書3図5の試験筒を使⽤する場合は，割り型を開いて試験⽚を取り出す。 

3.2 操作 試験⽚を圧縮試験機に取り付け，1秒間に約0.3N/cm2の荷重速度で圧縮し，破壊したときの
数値を測定する。 

 
4. 表⽰ 圧縮強さはN/cm2で表⽰する。ただし，試験機の数値が荷重をもって表されたときは，式(1)に
よって圧縮強さを求める。 

A
Wc   (1) 

ここに，  圧縮強さ (N/cm2) 
 W︓ 試験⽚が破壊したときの荷重 (N) 
 A︓ 試験⽚の断⾯積 (cm2) 

 
5. 記録 試験結果は，有効数字2けたまで算出する。ただし，同⼀試料で3回以上の試験を⾏い，偏差
±5%のものの平均値とする。 
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参考 鋳物砂の乾態圧縮強さ試験⽅法 次に記載する事柄は，参考のために⽰すものであって，規定の⼀部ではない。 
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圧縮強さ試験⽅法には，湿態以外に従来使⽤された乾態圧縮強さ試験⽅法もあり，その内容は，次によ
る。 

 
1. 圧縮試験機 1秒間に約1.5N/cm2の荷重速度で試験⽚を圧縮して破壊することができるものを⽤いる。 

 
2. 試験⽅法 附属書3の3.1.2の試験⽚の作製⼿順に従って試験⽚を作製し，それを⾦属板にのせ，乾燥
炉で所定の温度，例えば，105〜110℃で2時間⼜は乾燥するまで保存する。乾燥後，デシケータ中で室温
まで放冷させ，圧縮試験機に取り付け，1秒間に約1.5N/cm2の速度で圧縮し，破壊したときの荷重を測定
する。 
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附属書5 鋳物砂の⽔分試験⽅法 

1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の⽔分の試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 はかり はかりは，感量0.01gのものを⽤いる。 
2.2 ⽔分乾燥器 ⽔分乾燥器は，温度105〜110℃に保つことができる⾃動温度調節器付き電気恒温器を
⽤いる。 

 
3. 試験⽅法 試料50gをはかり取り，これを乾燥器に⼊れ，105〜110℃で乾燥し，デシケータ中で室温
まで放冷した後，質量をはかる。この操作を繰り返して恒量になったときの減量から，式(1)によって遊離
⽔分を算出する。 

100戀w   (1) 
ここに， w︓ ⽔分 (%)  
 f︓ 減量 (g) 
 b︓ 試料の質量 (g) 

 
4. 記録 試験結果は，有効数字2けたまで算出する。ただし，この数値は，同⼀試料について2回以上
の試験を⾏い，各試験結果の偏差±5%のものの平均値とする。 
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附属書6 鋳物砂の強熱減量試験⽅法 
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1. 適⽤範囲 この附属書は，鋳物砂の強熱減量の試験⽅法について規定する。 
 

2. 試験装置及び器具 
2.1 はかり はかりは，化学天びんを⽤いる。 
2.2 加熱装置 加熱装置は，温度約1 000℃に保つことができる電気炉を⽤いる。 

 
3. 試験⽅法 附属書5によって⽔分を除去した試料から約10gをはかり取り，これをめのう乳鉢によっ
て微粉化する。次にこれから1gを磁製るつぼにはかり取り，約1 000℃で約30分間強熱し，デシケータ中
で室温まで放冷した後，質量をはかる。この操作を繰り返して恒量になったときの減量から，式(1)によっ
て強熱減量を算出する。 

100戀k   (1) 
ここに， k︓ 強熱減量 (%)  
 f︓ 減量 (g) 
 b︓ 試料の質量 (g) 

 
4. 記録 試験結果は，⼩数点以下第2位まで算出する。ただし，この数値は同⼀試料について2回以上
の試験を⾏い，各試験結果の偏差値5%のものの平均値とする。 

 
参考 鋳物砂の強熱減量試験⽅法（簡便法） 

次に記載する事柄は，参考のために⽰すもので，規定の⼀部ではない。 
 

附属書5によって⽔分を除去した試料から，感量0.01gのはかりで10〜25gをはかり取り，約950℃で約
60分間強熱し，デシケータ中で室温まで放冷した後，質量をはかる。以下，附属書6の⼿順による。ただ
し，簡便法で測定した場合は，簡便法と明記する。 
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